
Uni-Voiceコードの作成・印刷について 

１ 音声コード原稿の作成 

  文書や数値データ・グラフを全て読み上げることができるよう、音声コードの原

稿を作成すること。 

２ Uni-Voice コードの位置について 

用紙の下の端から Uni-Voice コードの中心が縦横 25mm の位置になるように配置

すること（下図参照）。Uni-Voice コードの周囲 4mm はテキストや文章等がかから

ないように、レイアウトを修正すること（Uni-Voice コードと余白内に、文字や汚れ

があると、コードが読み取れない場合があるため）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ Uni-Voice コードの位置を表す切り込みについて 

 印刷した Uni-Voice コードの横には、視覚障害者が触覚により Uni-Voice コードの

位置を把握できるよう、印刷物に半円の切り込みを２つ入れること（下図参照）。 

 切り込みは Uni-Voice コード付近に入れ、印刷物の端から 25mm の位置に２つの半

円を結ぶ線の中心に配置すること。なお、半円の大きさに規定はない。 
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25mm 

4mm コードの周囲に最低 

4mm の余白が必要 

コードの中心位置が印刷

物の端から 25mm とな

るよう配置 

印刷物 

音声コード横から、近い方の用紙の端に半円の切り込みを２つ入れる。 

 

２つの半円を結ぶ線の中心 

25mm 

資料１ 


